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研究成果の概要（和文）：本研究は、心臓CTを用いて胸部大動脈内のプラークの表面凹凸を解析し、プラークの
凹凸の度合いを定量化することが可能であった。虚血性心疾患と非虚血性心疾患において、プラークの表面凹凸
の度合いを比較したところ、虚血性心疾患で凹凸度合いが高い傾向が示された。CTで評価したプラークの表面凹
凸が虚血性心疾患のリスク因子になり得る可能性があり、臨床的な有用性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We were able to automatically analyze the roughness of plaque surface in the
 thoracic aorta using cardiac CT, and to quantify the degree of the toughness. When the degree of 
the roughness of plaque surface was compared between ischemic heart disease and non-ischemic heart 
disease, the degree was higher in ischemic heart disease. This finding suggests that the roughness 
of plaque surface assessed by CT is clinically useful for a risk factor of ischemic heart disease.

研究分野： 循環器内科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、プラークの表面凹凸を定量化し、虚血性心疾患との関連性を示すことができ、診療上、虚血性心疾患
のリスクを評価するうえで、有用性が高いと考えられる。また、脂質異常症や2型糖尿病など、虚血性心疾患の
予防に対する治療を行ううえでも、臨床的意義が高いと考えられる。さらに、胸部大動脈のプラーク評価は、心
臓CTだけではなく通常の造影CTでも可能であり、汎用性にも優れていると思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
心筋梗塞は心筋が壊死することで心内膜表面の構造変化が生じる。そのため、CT で心室内

腔の表面凹凸を測定することで、梗塞部位の広がりや重症度を定量化でき、心筋 viability も評
価できる可能性があると考えられるが、そのような報告はない。また、急性冠症候群はプラー
クの破綻で生じるため、不安定プラークの同定が重要になり、CT においていくつか指標が示
されている。しかし、プラークの表面凹凸を評価した報告は存在しない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、心筋梗塞の重症度や心筋viabilityを評価するため心室内腔の表面凹凸、ならびに急

性冠症候群に関する不安定プラークを予測するため血管内プラークの表面凹凸を、心臓CTを用
いて自動解析による定量評価すること、また臨床的有用性を検討することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
  
 心筋梗塞例と非冠動脈疾患例（コントロール）において、心臓 CT を用いて、心室内腔の表面
凹凸を自動解析で定量化し比較を行い、心室内腔の表面凹凸の重症度、心筋 viability との関
連性を検討する。また、血管内プラークの表面凹凸の定量化を行い、急性冠症候群と安定狭心
症において比較し、不安定プラークの指標としての有用性を評価する。 
 
 
４．研究成果 
 
心臓 CTで心室内腔の表面凹凸の定量化を試みたが、心室内腔は肉中構造ならびに解像度に問

題で、正確に評価することができなかった。また、冠動脈内のプラークも CTで表面凹凸の評価
は困難であった。そこで、プラークが比較的多量に存在する胸部大動脈内のプラークの表面凹
凸を定量化できるか、またそれが不安定プラークの指標になり得るか検討した。 
胸部大動脈内のプラークの表面凹凸は、自動的にトレースし定量評価することが可能であっ

た。また、臨床的有用性について、虚血性心疾患と非虚血性心疾患で比較検討したところ、虚
血性心疾患で凹凸度合いが高い傾向が示された。CTで解析したプラーク表面凹凸が虚血性心疾
患のリスクになり得る可能性が示唆され、さらに症例数を増加し、研究の精度を高める予定で
ある。本研究で評価した胸部大動脈内のプラークは、心臓 CTだけではなく、通常の造影 CTで
も評価可能であり、汎用性が高いと考えられる。さらに、脂質異常症や糖尿病など、虚血性心
疾患の予防に関しても有用性があると考えられる。 
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